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(57)【要約】
　
【課題】　操作性が向上され、簡単にコンテンツのデー
タを購入することができる情報処理装置、情報処理シス
テム、情報処理方法およびプログラムを提供する。
【解決手段】　情報処理装置１は、携帯形電子装置３０
と通信可能である。補助記憶部１５にコンテンツのデー
タが記憶される。ＬＣＤ５には、コンテンツを表す画像
が表示される。ＬＣＤ５の表示画面上における携帯形電
子装置３０の位置は、センサ６または内蔵カメラ７によ
って検出される。センサ６または内蔵カメラ７によって
検出された携帯形電子装置３０の位置に対応するコンテ
ンツのデータは、ＣＰＵ１０によって特定される。補助
記憶部１５に記憶され、ＣＰＵ１０によって特定された
コンテンツのデータは、無線通信部１７によって、無線
通信によって携帯形電子装置３０へ送信される。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯形電子装置と通信可能な情報処理装置であって、
　コンテンツのデータを記憶する記憶手段と、
　コンテンツを表す画像を表示する表示手段と、
　表示手段の表示画面上における携帯形電子装置の位置を検出する位置検出手段と、
　位置検出手段によって検出された前記携帯形電子装置の位置に対応するコンテンツのデ
ータを特定するデータ特定手段と、
　記憶手段に記憶され、データ特定手段によって特定された前記コンテンツのデータを、
無線通信によって携帯形電子装置へ送信する送信手段とを備えることを特徴とする情報処
理装置。
【請求項２】
　位置検出手段は、表示画面上における複数の携帯形電子装置の位置を検出し、
　データ特定手段は、位置検出手段によって検出された複数の携帯形電子装置のそれぞれ
の位置に対応するコンテンツのデータを特定することを特徴とする請求項１記載の情報処
理装置。
【請求項３】
　コンテンツのデータが記憶される携帯形電子装置から送信される前記データを受信する
受信手段と、
　受信手段によって受信した前記データが表すコンテンツを出力する出力手段とをさらに
備えることを特徴とする請求項１記載の情報処理装置。
【請求項４】
　情報処理装置と通信可能な通信手段と、
　コンテンツのデータを記憶する携帯側記憶手段とを備える携帯形電子装置と、
　請求項１～３のいずれか１つに記載の情報処理装置とを含むことを特徴とする情報処理
システム。
【請求項５】
　携帯形電子装置と通信可能であり、記憶部を備えた情報処理装置が行う情報処理方法で
あって、
　コンテンツを表す画像を表示する表示工程と、
　表示画面上における携帯形電子装置の位置を検出する位置検出工程と、
　位置検出工程で検出された前記携帯形電子装置の位置に対応するコンテンツのデータを
特定するデータ特定工程と、
　データ特定工程で特定され、記憶部に記憶された前記コンテンツのデータを、無線通信
によって携帯形電子装置へ送信する送信工程とを含むことを特徴とする情報処理方法。
【請求項６】
　記憶部を備えるコンピュータを、
　コンテンツを表す画像を表示する表示手段と、
　表示手段の表示画面上における携帯形電子装置の位置を検出する位置検出手段と、
　位置検出手段によって検出された前記携帯形電子装置の位置に対応するコンテンツのデ
ータを特定するデータ特定手段と、
　データ特定手段によって特定され、記憶部に記憶された前記コンテンツのデータを、無
線通信によって携帯形電子装置へ送信する送信手段として機能させることを特徴とするプ
ログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、利用者が所有する携帯形電子装置に楽曲などのコンテンツデータを提供する
情報処理装置、情報処理システム、情報処理方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　楽曲およびゲームソフトなどのコンテンツを購入する場合、購入者は、販売店などに設
置されるコンテンツ販売装置に記録媒体を装着し、所望するコンテンツを選択して指定す
るなどの所定の操作をして、指定したコンテンツのデータを記録媒体に記録している。
【０００３】
　特許文献１の楽曲配布システムでは、タッチパネル付き表示装置を内蔵する楽曲販売端
末から、近距離無線通信によって接続可能な通信圏内の音楽再生装置に対して楽曲に関わ
る案内情報を送信し、案内情報を受けた音楽再生装置の所有者からの指示に応じて、要求
された楽曲を含むコンテンツを、対応する音楽再生装置へ近距離無線によって送信するよ
うに構成される。音楽再生装置の所有者がコンテンツを指定するときには、楽曲販売装置
のタッチパネル付き表示装置が用いられる。
【０００４】
　特許文献２のデジタルコンテンツの販売方法では、コンテンツの購入者は、パーソナル
コンピュータ（略称：パソコン）からインターネットを介してデータサーバに開設された
デジタルコンテンツ販売サイトへアクセスし、パソコンの表示部に表示されたコンテンツ
の種類を選択し、次いで表示されたタイトルの選択画面によって所望のコンテンツのタイ
トルを選択する。コンテンツ購入者は、データサーバが表示部に表示させた指示に従って
コンテンツ料金の支払い処理を行い、データサーバは、前記料金の支払いを確認した後、
前記選択されたタイトルのコンテンツのデータのダウンロードを可能とする。パソコンは
、コンテンツ購入者に前記選択されたコンテンツのデータを記録する記録手段を選択させ
、前記選択された記録手段で用いられる記録媒体の種類をデータサーバに通知する。そし
て前記選択されたコンテンツのデータをデータサーバからダウンロードし、前記選択され
た記録手段に装着された記録媒体に記録する。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－２２０７９号公報
【特許文献２】特開２００１－２７３４０６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　前述の特許文献１および特許文献２の従来技術では、コンテンツのデータを購入する場
合、購入者は、コンテンツの種類を選択する操作をした後、さらにコンテンツのタイトル
を選択する操作をしなければならない。このように購入者は、所望するコンテンツのデー
タを取得するまでに複数回の選択操作をしなければならないので、購入者にとって前記選
択操作が煩雑であるとともに、所望するコンテンツのデータを取得するまでに比較的長時
間を要するという問題がある。
【０００７】
　本発明の目的は、操作性が向上され、簡単にコンテンツのデータを購入することができ
る情報処理装置、情報処理システム、情報処理方法およびプログラムを提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、携帯形電子装置と通信可能な情報処理装置であって、
　コンテンツのデータを記憶する記憶手段と、
　コンテンツを表す画像を表示する表示手段と、
　表示手段の表示画面上における携帯形電子装置の位置を検出する位置検出手段と、
　位置検出手段によって検出された前記携帯形電子装置の位置に対応するコンテンツのデ
ータを特定するデータ特定手段と、
　記憶手段に記憶され、データ特定手段によって特定された前記コンテンツのデータを、
無線通信によって携帯形電子装置へ送信する送信手段とを備えることを特徴とする情報処
理装置である。
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【０００９】
　また本発明は、位置検出手段は、表示画面上における複数の携帯形電子装置の位置を検
出し、
　データ特定手段は、位置検出手段によって検出された複数の携帯形電子装置のそれぞれ
の位置に対応するコンテンツのデータを特定することを特徴とする。
【００１０】
　また本発明は、コンテンツのデータが記憶される携帯形電子装置から送信される前記デ
ータを受信する受信手段と、
　受信手段によって受信した前記データが表すコンテンツを出力する出力手段とをさらに
備えることを特徴とする。
【００１１】
　また本発明は、情報処理装置と通信可能な通信手段と、
　コンテンツのデータを記憶する携帯側記憶手段とを備える携帯形電子装置と、
　前記情報処理装置とを含むことを特徴とする情報処理システムである。
【００１２】
　また本発明は、携帯形電子装置と通信可能であり、記憶部を備えた情報処理装置が行う
情報処理方法であって、
　コンテンツを表す画像を表示する表示工程と、
　表示画面上における携帯形電子装置の位置を検出する位置検出工程と、
　位置検出工程で検出された前記携帯形電子装置の位置に対応するコンテンツのデータを
特定するデータ特定工程と、
　データ特定工程で特定され、記憶部に記憶された前記コンテンツのデータを、無線通信
によって携帯形電子装置へ送信する送信工程とを含むことを特徴とする情報処理方法であ
る。
【００１３】
　また本発明は、記憶部を備えるコンピュータを、
　コンテンツを表す画像を表示する表示手段と、
　表示手段の表示画面上における携帯形電子装置の位置を検出する位置検出手段と、
　位置検出手段によって検出された前記携帯形電子装置の位置に対応するコンテンツのデ
ータを特定するデータ特定手段と、
　データ特定手段によって特定され、記憶部に記憶された前記コンテンツのデータを、無
線通信によって携帯形電子装置へ送信する送信手段として機能させることを特徴とするプ
ログラムである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、情報処理装置は、携帯形電子装置と通信可能である。記憶手段にコン
テンツのデータが記憶される。表示手段には、コンテンツを表す画像が表示される。表示
手段の表示画面上における携帯形電子装置の位置は、位置検出手段によって検出される。
位置検出手段によって検出された前記携帯形電子装置の位置に対応するコンテンツのデー
タは、データ特定手段によって特定される。記憶手段に記憶され、データ特定手段によっ
て特定された前記コンテンツのデータは、送信手段によって、無線通信によって携帯形電
子装置へ送信される。
【００１５】
　したがってコンテンツのデータの購入者が、表示手段の表示画面に表示されるコンテン
ツを表す画像から、所望するコンテンツを表す画像を選択し、前記表示画面のうち、前記
選択したコンテンツを表す画像が表示される部分に、所有する携帯形電子装置をかざすか
、または載置するだけで、情報処理装置は、位置検出手段によって検出される携帯形電子
装置の表示画面上における位置に対応するコンテンツのデータを、データ特定手段によっ
て特定し、その特定した前記コンテンツのデータを、送信手段によって携帯形電子装置へ
送信することができる。
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【００１６】
　これによって、所望するコンテンツのデータを取得するまでに複数回の選択操作をしな
ければならない前記従来技術とは異なり、所望するコンテンツを表す画像のみを選択すれ
ばよい。したがって前記従来技術に比べて、情報処理装置の操作性を向上することができ
、所望するコンテンツのデータを簡単に購入することができる。これによってコンテンツ
のデータの購入者は、前記従来の技術に比べて、所望するコンテンツのデータを短時間で
購入して取得することができる。
【００１７】
　また本発明によれば、表示画面上における複数の携帯形電子装置の位置は、位置検出手
段によって検出される。位置検出手段によって検出された複数の携帯形電子装置のそれぞ
れの位置に対応するコンテンツのデータは、データ特定手段によって特定される。
【００１８】
　したがってコンテンツのデータの購入者が複数いる場合でも、複数の購入者がそれぞれ
表示手段の表示画面に表示されるコンテンツを表す画像を選択し、前記表示画面のうち、
前記選択したコンテンツを表す画像が表示される部分に、それぞれ個別の携帯形電子装置
をかざすか、または載置するだけで、情報処理装置は、位置検出手段によって検出される
携帯形電子装置の表示画面上におけるそれぞれの位置に対応するコンテンツのデータを、
データ特定手段によって特定し、その特定した前記コンテンツのデータを、送信手段によ
って、個別の携帯形電子装置へそれぞれ送信することができる。
【００１９】
　これによってコンテンツのデータの購入者が複数いる場合でも、コンテンツのデータの
各購入者は、所望するコンテンツのデータを同時に、かつ前記従来技術に比べて簡単に購
入することができる。これによって利用者に対する情報処理装置の利便性が向上する。
【００２０】
　また本発明によれば、受信手段は、コンテンツのデータが記憶される携帯形電子装置か
ら送信される前記コンテンツのデータを受信する。受信手段によって受信した前記データ
が表すコンテンツは、出力手段によって出力される。
【００２１】
　このように受信手段が受信したデータが表すコンテンツを、出力手段によって出力する
ことができるので、たとえば予め携帯形電子装置に記憶されているコンテンツを確認する
ことができる。これによってコンテンツのデータを購入する前に、予め携帯形電子装置に
記憶されているコンテンツを確認することによって、重複したコンテンツのデータ購入を
防止することができる。
【００２２】
　また、たとえばコンテンツのデータの購入直後に、購入したコンテンツを出力手段から
出力させることによって、購入したコンテンツのデータが破損していないかどうかを確認
することができる。
【００２３】
　また本発明によれば、携帯形電子装置には、情報処理装置と通信可能な通信手段と、コ
ンテンツのデータを記憶する携帯側記憶手段とが備えられるので、携帯側記憶手段に記憶
されるコンテンツのデータを、通信手段によって情報処理装置に送信することができ、ま
た情報処理装置から送信されるコンテンツのデータを通信手段によって受信し、受信した
コンテンツのデータを携帯側記憶手段に記憶させることができる。このような携帯形電子
装置と、前述の情報処理装置とを含む情報処理システムを実現することができる。したが
って前述のような各効果を達成可能な情報処理システムを実現することができる。
【００２４】
　また本発明によれば、表示工程では、コンテンツを表す画像が表示される。位置検出工
程では、表示画面上における携帯形電子装置の位置が検出される。位置検出工程で検出さ
れた前記携帯形電子装置の位置に対応するコンテンツのデータは、データ特定工程で特定
される。データ特定工程で特定され、記憶部に記憶された前記コンテンツのデータは、送
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信工程で、無線通信によって携帯形電子装置へ送信される。
【００２５】
　したがってコンテンツのデータの購入者が、表示画面に表示されるコンテンツを表す画
像から、所望するコンテンツを表す画像を選択し、前記表示画面のうち、前記選択したコ
ンテンツを表す画像が表示される部分に、所有する携帯形電子装置をかざすか、または載
置するだけで、位置検出工程で検出される携帯形電子装置の表示画面上における位置に対
応するコンテンツのデータを、データ特定工程で特定し、その特定した前記コンテンツの
データを、送信工程で携帯形電子装置へ送信することができる。
【００２６】
　これによって、所望するコンテンツのデータを取得するまでに複数回の選択操作をしな
ければならない前記従来技術とは異なり、所望するコンテンツを表す画像のみを選択すれ
ばよい。したがって前記従来技術に比べて、情報処理装置の操作性を向上することができ
、所望するコンテンツのデータを簡単に購入することができる。これによってコンテンツ
のデータの購入者は、前記従来の技術に比べて、所望するコンテンツのデータを短時間で
購入して取得することができる。
【００２７】
　また本発明によれば、記憶部を備えるコンピュータに、コンテンツを表す画像を表示す
る表示手段と、表示手段の表示画面上における携帯形電子装置の位置を検出する位置検出
手段と、位置検出手段によって検出された前記携帯形電子装置の位置に対応するコンテン
ツのデータを特定するデータ特定手段と、データ特定手段によって特定され、記憶部に記
憶された前記コンテンツのデータを、無線通信によって携帯形電子装置へ送信する送信手
段としての機能を実行させることができる。
【００２８】
　これによって、所望するコンテンツのデータを取得するまでに複数回の選択操作をしな
ければならない前記従来技術とは異なり、所望するコンテンツを表す画像のみを選択すれ
ばよい。したがって前記従来技術に比べて、情報処理装置の操作性を向上することができ
、所望するコンテンツのデータを簡単に購入することができる。これによってコンテンツ
のデータの購入者は、前記従来の技術に比べて、所望するコンテンツのデータを短時間で
購入して取得することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、図面を参照しながら本発明を実施するための形態を、複数の形態について説明す
る。以下の説明においては、各形態で先行する形態で説明している事項に対応している部
分には同一の参照符を付し、重複する説明を略する場合がある。構成の一部のみを説明し
ている場合、構成の他の部分は、先行して説明している形態と同様とする。
【００３０】
　図１は、本発明の実施の一形態である情報処理装置１の電気的構成を示すブロック図で
ある。情報処理装置１は、入力・表示系２と制御系３とを有する。入力・表示系２は、液
晶ディスプレイ（Liquid Crystal Display；略称：ＬＣＤ）５、センサ６、内蔵カメラ７
および光源であるバックライト８を有する。制御系３は、制御手段である中央演算処理装
置（Central Processing Unit；略称：ＣＰＵ）１０、センサ入力部１１、周辺機器入力
部１２、表示制御部１３、主記憶部１４、補助記憶部１５、通信部１６、無線通信部１７
、音声出力部１８およびバス１９を有する。制御系３のうちＣＰＵ１０、主記憶部１４、
補助記憶部１５およびバス１９は、たとえばマイクロコンピュータによって実現される。
【００３１】
　ＬＣＤ５は、その表示部に、コンテンツを表す画像を表示する。本実施の形態において
、コンテンツは、たとえば静止画像、映画などの動画像、および楽曲を意味し、コンテン
ツのデータは、たとえば静止画像を表す静止画像データ、映画などの動画像を表す動画像
データ、ならびに楽曲を表す楽曲データを意味する。センサ６は、ＬＣＤ５の表示画面上
に載置される物体、文字およびダグの少なくともいずれか一つのパターンを検出する。セ
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ンサ６は、薄膜トランジスタ（Thin Film Transistor；略称：ＴＦＴ）アレイを用いたイ
メージセンサ、赤外線センサ、デジタイザ、タブレットなどによって実現される。センサ
６は、低解像度のセンサと高解像度のセンサとを個別に構成してもよいし、一体形で構成
してもよい。
【００３２】
　内蔵カメラ７は、表示画面上に載置される物体、文字およびタグの少なくともいずれか
一つのパターンを検出する。内蔵カメラ７は、センサ６と一体形で構成してもよい。バッ
クライト８は、液晶表示を行うための光源となる。光源としては、バックライト８に限ら
ず、ＬＣＤ５が反射形で構成される場合は、フロントライト方式であってもよい。
【００３３】
　制御系のうちＣＰＵ１０は、バス１９を介して、センサ入力部１１、周辺機器入力部１
２、表示制御部１３、主記憶部１４、補助記憶部１５、通信部１６、無線通信部１７およ
び音声出力部１８と電気的に接続されている。ＣＰＵ１０は、その内部に記憶される制御
プログラムに基づいて、センサ入力部１１、周辺機器入力部１２、表示制御部１３、主記
憶部１４、補助記憶部１５、通信部１６、無線通信部１７および音声出力部１８を含むハ
ードウェア資源を統括的に制御する。センサ入力部１１には、センサ６および内蔵カメラ
７が電気的に接続されている。センサ入力部１１は、センサ６および内蔵カメラ７からの
出力を電気信号に変換してデータ化する。
【００３４】
　周辺機器入力部１２には、キーボード、ポインティングデバイス、外部カメラ、マイク
ロフォンなどの周辺機器７０がそれぞれ電気的に接続可能に構成されている。周辺機器入
力部１２は、周辺機器７０からの出力を電気信号に変換してデータ化する。表示制御部１
３には、ＬＣＤ５およびバックライト８が電気的に接続されている。表示制御部１３は、
ＣＰＵ１０からの指令に従って、ＬＣＤ５およびバックライト８を制御する。
【００３５】
　主記憶部１４には、情報処理装置１における複数の処理動作を実現させるために必要な
動作プログラムが記憶されている。補助記憶部１５には、補助的に動作に必要な情報、本
実施の形態ではコンテンツのデータが記憶されている。通信部１６は、外部の機器と通信
を行う。無線通信部１７は、外部の機器と無線通信を行う。ここで無線通信とは、ブルー
トゥース（Bluetooth（登録商標））および赤外線通信などの近距離無線通信をいう。音
声出力部１８は、たとえばスピーカによって実現される。音声出力部１８は、コンテンツ
、具体的には楽曲を含む音声を出力する。
【００３６】
　本実施の形態において、記憶手段は、補助記憶部１５に相当する。表示手段は、ＬＣＤ
５に相当する。位置検出手段は、センサ６または内蔵カメラ７に相当する。データ特定手
段は、ＣＰＵ１０に相当する。送信手段および受信手段は、無線通信部１７に相当する。
出力手段は、音声出力部１８に相当する。
【００３７】
　図２は、主記憶部１４に記憶される動作プログラム２０の構成を示す図である。本実施
の形態の動作プログラム２０は、位置認識処理プログラム２１、タグ認識処理プログラム
２２および情報検索処理プログラム２３を含む。
【００３８】
　ＣＰＵ１０が位置認識処理プログラム２１を実行することによって、センサ６または内
蔵カメラ７によって検出された画像情報の位置を認識する位置認識処理が実現される。Ｃ
ＰＵ１０がタグ認識処理プログラム２２を実行することによって、センサ６または内蔵カ
メラ７によって検出されたタグ情報を認識する。ＣＰＵ１０が情報検索処理プログラム２
３を実行することによって、主記憶部１４、補助記憶部１５、または図示外の外部記録装
置内の情報を検索する。
【００３９】
　図３は、携帯形電子装置３０の電気的構成を示すブロック図である。本実施の形態の携
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帯形電子装置３０は、携帯電話機によって実現される。携帯形電子装置３０は、たとえば
ブルートゥースを利用して情報処理装置１と相互に無線接続可能であり、無線通信可能で
ある。携帯形電子装置３０は、無線部３１、通信制御部３２、制御部３３、携帯側記憶部
３４、操作部３５および表示部３６を含んで構成される。無線部３１は、受信時は、情報
処理装置１から不図示のアンテナを介して受信した通信情報を表す信号を復調して通信制
御部３２に与え、送信時は、通信制御部３２から与えられる通信情報を表す信号を変調お
よび増幅してアンテナに与える。通信制御部３２は、無線部３１から与えられる前記復調
した通信情報を所定の通信プロトコルに基づいて制御部３３に与える。
【００４０】
　制御部３３は、たとえばマイクロコンピュータなどの処理回路によって実現される。制
御部３３は、通信制御部３２から与えられた前記通信情報を携帯側記憶部３４に与える。
携帯側記憶部３４は、ＲＯＭ（Read Only Memory）およびフラッシュＲＯＭを含む。携帯
側記憶部３４のフラッシュＲＯＭは、制御部３３から与えられる前記通信情報を記憶し、
ＲＯＭは、携帯形電子装置３０を動作させるための動作プログラムおよび携帯形電子装置
３０の各種機能を実現するための処理プログラムを記憶する。
【００４１】
　携帯側記憶部３４は、制御部３３からの要求に応じて、記憶する情報、たとえば通信情
報を読出してその通信情報を表す信号を制御部３３に与える。制御部３３は、携帯側記憶
部３４から与えられた通信情報を表す信号を通信制御部３２に与える。通信制御部３２は
、制御部３３から与えられる前記通信情報を表す信号を無線部３１に与える。
【００４２】
　操作部３５は、利用者が操作する複数の操作キーを有する。操作部３５は、各操作キー
が操作されることによって、数字情報、文字情報および携帯形電子装置３０への指示情報
などの所定の情報など、操作に応じた情報を表す信号を生成して制御部３３に与える。し
たがって利用者は、操作部３５の各操作キーを操作して、携帯形電子装置３０に情報を入
力することができる。本実施の形態の操作部３５は、第１応答信号送信キー４１、第２応
答信号送信キー４２を含む。
【００４３】
　第１応答信号送信キー４１は、情報処理装置１のＬＣＤ５に表示される質問事項に対し
て承諾の応答を表す信号を情報処理装置１に対して送信するときに操作されるキーである
。第２応答信号送信キー４２は、情報処理装置１のＬＣＤ５に表示される質問事項に対し
て拒否の応答を表す信号を情報処理装置１に対して送信するときに操作されるキーである
。
【００４４】
　表示部３６は、静止画像および動画像を含む画像を表示する。画像は、文字、数字など
のキャラクタを表す画像でもよいし、写真およびイラストを表す画像でもよい。表示部３
６は、透過型液晶表示素子、反射型液晶表示素子、エレクトロルミネッセンス（Electro 
Luminescence；略称：ＥＬ）素子および半透過半反射型液晶表示素子のうち、少なくとも
１つを用いて実現されてもよい。またカラー表示可能であってもよいし、白黒表示可能で
あってもよい。
【００４５】
　図４は、携帯形電子装置３０の外観を表示部３６が設けられている側（正面側）から見
た図である。図５は、携帯形電子装置３０の外観を背面側から見た図である。携帯形電子
装置３０の表示部３６が設けられている側（正面側）には、図４に示すように、第１応答
信号送信キー４１および第２応答信号送信キー４２が設けられている。第１応答信号送信
キー４１である「ＹＥＳ」キーが利用者によって操作されると、情報処理装置１のＬＣＤ
５に表示される質問事項に対して承諾の応答を表す信号が、情報処理装置１に送信される
。第２応答信号送信キー４２である「ＮＯ」キーが利用者によって操作されると、情報処
理装置１のＬＣＤ５に表示される質問事項に対して拒否の応答を表す信号が、情報処理装
置１に送信される。
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【００４６】
　携帯形電子装置３０の背面側には、タグ４５が設けられている。本実施の形態のタグ４
５は、ＱＲコード（登録商標）によって実現される。タグ４５は、ＱＲコードに限らず、
１次元バーコード、ＱＲコード以外の２次元バーコードによって実現されてもよい。タグ
４５は、携帯形電子装置３０を識別するために用いられる情報であり、情報処理装置１の
センサ６または内蔵カメラ７によって検出される。
【００４７】
　本実施の形態では、図１に示す情報処理装置１と、図３に示す携帯形電子装置３０とを
含んで情報処理システムが構築される。
【００４８】
　図６は、情報処理装置１のＬＣＤ５の表示画面に表示される初期画面の例を示す図であ
る。情報処理装置１のＬＣＤ５の表示画面には、図６に示すように初期画面として、コン
テンツの選択およびコンテンツの再生をするための画面が表示される。初期画面には、コ
ンテンツのデータに対応付けられ、コンテンツのデータを購入するときに目視確認して選
択し得る画像（以下「コンテンツ選択画像」という）５１と、コンテンツのデータ、特に
楽曲データを音声出力部１８から出力、さらに述べると楽曲データの再生を実行させると
きに選択し得る画像（以下「再生選択画像」という）５２とが表示される。
【００４９】
　図７は、表示画面上に載置される物体の位置認識に関するＣＰＵ１０の処理手順を示す
フローチャートである。図８は、購入処理に関するＣＰＵ１０の処理手順を示すフローチ
ャートである。図９は、購入処理に関する制御部３３の処理手順を示すフローチャートで
ある。図１０は、表示画面上に載置される携帯形電子装置３０が単数のときにコンテンツ
を購入する前のＬＣＤ５を示す平面図である。図１１は、表示画面上に載置される携帯形
電子装置３０が単数のときにコンテンツを購入した後のＬＣＤ５を示す平面図である。図
１２は、表示画面上に載置される携帯形電子装置３０が複数のときにコンテンツを購入す
る前のＬＣＤ５を示す平面図である。図１３は、表示画面上に載置される携帯形電子装置
３０が複数のときにコンテンツを購入した後のＬＣＤ５を示す平面図である。
【００５０】
　図７および図８に示す各処理は、ＣＰＵ１０によって実行され、図９に示す各処理は、
制御部３３によって実行される。図７および図８に示す各処理は、情報処理装置１の動作
中に繰返し実行される。表示画面上に載置される物体の位置認識に関するＣＰＵ１０の処
理は、たとえば情報処理装置１の図示外の主電源をオフ（ＯＦＦ）からオン（ＯＮ）にす
る条件で開始され、オン（ＯＮ）からオフ（ＯＦＦ）にする条件で終了する。図９に示す
制御部３３の処理は、たとえば携帯形電子装置３０の操作部３５が操作されて、携帯形電
子装置３０を識別するためのＩＤ（以下「携帯装置識別ＩＤ」という）および購入要求信
号の送信指令が入力される条件で開始される。
【００５１】
　図７に示す各処理が開始される前段階で、予め情報処理装置１の補助記憶部１５にコン
テンツのデータが記憶され、表示工程によって、情報処理装置１のＬＣＤ５にコンテンツ
を表す画像、具体的にはコンテンツ選択画像５１および再生選択画像５２が表示される。
【００５２】
　ステップａ１では、次のステップａ２で物体があるか否かを判断すべく、情報処理装置
１の表示手段であるＬＣＤ５の表示画面上の状態をセンサ６または内蔵カメラ７で検出し
て、ステップａ２に進む。
【００５３】
　ステップａ２では、前記センシングの結果、ＬＣＤ５の表示画面上に新たに載置された
物体があるか否かを判断し、表示画面上に新たに載置された物体があると判断されるとス
テップａ３に進み、表示画面上に新たに載置された物体がないと判断されるとステップａ
１に戻る。
【００５４】
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　ステップａ３では、前述のタグ認識処理プログラム２２を実行することによって、物体
のタグを認識して、ステップａ４に進む。ステップａ４では、ＬＣＤ５の表示画面上に載
置された物体の中に携帯形電子装置３０があるか否かを判断し、携帯形電子装置３０があ
ると判断されるとステップａ５に進み、携帯形電子装置３０がないと判断されるとステッ
プａ１に戻る。
【００５５】
　位置検出工程に相当するステップａ５では、前述の位置認識処理プログラム２１を実行
することによって、携帯形電子装置３０の位置を認識して、ステップａ６に進む。ステッ
プａ６では、センサ６または内蔵カメラ７によって、ＬＣＤ５の表示画面上における携帯
形電子装置３０の位置を検出して、ステップａ７に進む。
【００５６】
　ステップａ７では、携帯形電子装置３０が、ＬＣＤ５の表示画面のうち、コンテンツ購
入選択位置５３に載置されているか否か、換言すればＬＣＤ５の表示画面のうち、コンテ
ンツ選択画像５１が表示される部分の位置であるか否かを判断し、コンテンツ購入選択位
置に載置されていると判断されるとステップａ８に進み、携帯形電子装置３０が、コンテ
ンツ購入選択位置に載置されていないと判断されるとステップａ９に進む。
【００５７】
　ステップａ８では、後述する購入処理のサブルーチンに進み、サブルーチン終了後ステ
ップａ１に戻る。
【００５８】
　ステップａ９では、携帯形電子装置３０が、ＬＣＤ５の表示画面のうち、コンテンツ再
生選択位置５４に載置されているか否か、換言すればＬＣＤ５の表示画面のうち、再生選
択画像５２が表示される部分の位置であるか否かを判断し、コンテンツ再生選択位置５４
に載置されていると判断されるとステップａ１０に進み、携帯形電子装置３０が、コンテ
ンツ再生選択位置５４に載置されていないと判断されるとステップａ１１に進む。
【００５９】
　ステップａ１０では、後述する再生処理のサブルーチンに進み、サブルーチン終了後ス
テップａ１に戻る。ステップａ１１では、後述するエラー表示処理のサブルーチンに進み
、サブルーチン終了後ステップａ１に戻る。
【００６０】
　前述の図７に示すフローチャートにおいて、表示画面上に載置される携帯形電子装置３
０が単数である場合、ステップａ８、ステップａ１０およびステップａ１１の処理のうち
、いずれかの処理が実行される。
【００６１】
　また前述の図７に示すフローチャートにおいて、表示画面上に載置される携帯形電子装
置３０が複数である場合、それぞれの携帯形電子装置３０に対して、載置位置に応じた処
理、具体的に述べるとステップａ８、ステップａ１０およびステップａ１１の処理のうち
、いずれかの処理が、同時に実行される。
【００６２】
　ＣＰＵ１０の処理に応じて主記憶部１４が記憶するデータを表１に示す。主記憶部１４
には、情報処理装置１における認識結果と携帯形電子装置３０からの受信データとが記憶
される。認識結果は、タグ認識処理によって認識された携帯装置識別ＩＤと、位置認識処
理によって認識された位置の種別および認識された位置に対応する購入対象のコンテンツ
とを含む。受信データの詳細は後述するが、購入用データと再生用データとを含む。購入
用データは、携帯形電子装置３０からの購入要求信号の有無を表すデータである。再生用
データは、受信した再生リストと再生ファイルとを含む。
【００６３】
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【表１】

【００６４】
　前記ステップａ８に移行する条件で、図８に示す購入処理が開始される。データ特定工
程に相当するステップｂ１では、表示画面上の携帯形電子装置３０と、この携帯形電子装
置の位置に対応するコンテンツであって、購入対象となるコンテンツを特定して、ステッ
プｂ２に進む。ステップｂ２では、ステップｂ１で特定された購入対象のコンテンツの確
認メッセージ（以下「購入確認メッセージ」という）５５をＬＣＤ５の表示画面に表示さ
せて、ステップｂ３に進む。本実施の形態では、図１０および図１２に示すように、「a1
234様　music1を購入しますか？」という内容の購入確認メッセージ５５、および図１２
に示すように、「b2345様　music6を購入しますか？」という内容の購入確認メッセージ
５５をＬＣＤ５の表示画面に表示させ、ステップｂ３に進む。
【００６５】
　ステップｂ２とステップｂ３との間で、携帯形電子装置３０の操作部３５が操作されて
、携帯装置識別ＩＤおよび購入要求信号の送信指令が入力されると、携帯形電子装置３０
の制御部３３は図９の処理を開始する。図９に示すステップｃ１において、制御部３３は
、通信制御部３２および無線部３１によって、携帯装置識別ＩＤおよび購入要求信号を情
報処理装置１に対して送信させて、図９に示すステップｃ２に進む。
【００６６】
　ステップｂ３では、ステップｂ１で特定した携帯形電子装置３０からの購入要求信号が
あるか否かを判断し、購入要求信号があると判断されるとステップｂ４に進み、購入要求
信号がないと判断されるとステップｂ６に進む。ここで、購入要求信号とは、コンテンツ
の購入要求を表す信号を意味する。ステップｂ３では、購入要求信号がないと判断された
場合に加え、予め定める時間が経過したと判断された場合もステップｂ６に進む。
【００６７】
　送信工程に相当するステップｂ４では、ステップｂ１で特定した携帯形電子装置３０か
らの購入要求信号に基づいて、購入の要求をされているコンテンツのデータを、無線通信
部１７によって、前記特定した携帯形電子装置３０に対して送信させて、ステップｂ５に
進む。
【００６８】
　ステップｂ４の処理の終了後、図９に示すステップｃ２では、情報処理装置１から送信
されるコンテンツのデータを受信して、本処理を終了する。
【００６９】
　ステップｂ５では、携帯形電子装置３０に対するコンテンツのデータの送信が終了した
ことを表す送信終了メッセージ５６を、ＬＣＤ５の表示画面に表示させて、ステップｂ６
に進む。本実施の形態では、図１１および図１３に示すように、「a1234様　music1のダ
ウンロード終了です。ありがとうございました。」という内容の送信終了メッセージ５６
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、および図１３に示すように、「b2345様　music6のダウンロード終了です。ありがとう
ございました。」という内容の送信終了メッセージ５６をＬＣＤ５の表示画面に表示させ
る。
【００７０】
　ステップｂ６では、図７のステップａ３で認識された物体、本実施の形態では携帯形電
子装置３０のタグを表すタグデータと、図７のステップａ５で認識された携帯形電子装置
３０の位置を表す位置データとを、主記憶部１４のワークメモリから消去して、本処理を
終了する。ここで、タグデータは、具体的には携帯形電子装置３０のＩＤ（            
Identification）である。位置データは、具体的には位置の種別を表す種別データと、購
入対象のコンテンツのタイトルとを含む。種別データは、コンテンツ購入選択位置５３、
コンテンツ再生選択位置５４および認識不能位置である。ここで認識不能位置とは、ＬＣ
Ｄ５の表示画面のうち、コンテンツ購入選択位置５３およびコンテンツ再生選択位置５４
を除く残余の部分である。購入対象のコンテンツのタイトルは、たとえば「music1」、「
music6」である。
【００７１】
　ＬＣＤ５の表示画面上に載置される携帯形電子装置３０が単数である場合は、ＬＣＤ５
の表示画面に表示される初期画面のうち、コンテンツ選択画像５１、たとえばコンテンツ
のタイトル「music1」が表示される部分に、１つの携帯形電子装置３０をかざすか、また
は載置すると、情報処理装置１によって、携帯形電子装置３０に設けられているタグ４５
が認識され、図１０に示すように、購入確認メッセージ５５が表示画面に表示される。こ
の状態で、携帯形電子装置３０の操作部３５に設けられる第１応答信号送信キー（ＹＥＳ
キー）４１が押下されると、携帯形電子装置３０から情報処理装置１に対して、「a1234
」などの携帯装置識別ＩＤと、購入要求信号とが送信される。
【００７２】
　情報処理装置１からは、購入要求信号に応答して、携帯装置識別ＩＤが「a1234」であ
る携帯形電子装置３０に対して、表示画面上の位置に応じたコンテンツである「music1」
のデータが送信され、図１１に示すように、送信終了メッセージ５６が表示画面に表示さ
れる。これによってタイトル「music1」のコンテンツのデータの購入処理が終了する。
【００７３】
　ＬＣＤ５の表示画面上に載置される携帯形電子装置３０が複数、たとえば２つである場
合は、ＬＣＤ５の表示画面に表示される初期画面のうち、コンテンツ選択画像５１、たと
えばコンテンツのタイトル「music1」が表示される部分に、一方の携帯形電子装置３０を
かざすか、または載置し、たとえばコンテンツのタイトル「music6」が表示される部分に
、他方の携帯形電子装置３０をかざすか、または載置すると、情報処理装置１によって、
それぞれの携帯形電子装置３０に設けられているタグ４５が認識され、図１２に示すよう
に、購入確認メッセージ５５が表示画面に表示される。
【００７４】
　この状態で、一方の携帯形電子装置３０の操作部３５に設けられる第１応答信号送信キ
ー（ＹＥＳキー）４１が押下されると、一方の携帯形電子装置３０から情報処理装置１に
対して、「a1234」などの携帯装置識別ＩＤと、購入要求信号とが送信される。また他方
の携帯形電子装置３０の操作部３５に設けられる第１応答信号送信キー（ＹＥＳキー）４
１が押下されると、他方の携帯形電子装置３０から情報処理装置１に対して、「b2345」
などの携帯装置識別ＩＤと、購入要求信号とが送信される。
【００７５】
　情報処理装置１からは、購入要求信号に応答して、携帯装置識別ＩＤが「a1234」であ
る一方の携帯形電子装置３０に対して、表示画面上の位置に応じたコンテンツである「  
music1」のデータが送信され、図１３に示すように、送信終了メッセージ５６が表示画面
に表示される。これによってタイトル「music1」のコンテンツのデータの購入処理が終了
する。
【００７６】
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　また情報処理装置１からは、購入要求信号に応答して、携帯装置識別ＩＤが「b2345」
である他方の携帯形電子装置３０に対して、表示画面上の位置に応じたコンテンツである
「music6」のデータが送信され、図１３に示すように、送信終了メッセージ５６が表示画
面に表示される。これによってタイトル「music6」のコンテンツのデータの購入処理が終
了する。
【００７７】
　情報処理装置１が２つの携帯形電子装置３０に対してコンテンツのデータを送信する場
合は、無線通信部１７が時分割で前記コンテンツのデータを２つの携帯形電子装置３０に
対してそれぞれ送信するように構成されていてもよいし、情報処理装置１が複数の無線通
信ユニットを備え、各無線通信ユニットによって２つの携帯形電子装置３０に対してコン
テンツのデータをそれぞれ送信するように構成されていてもよい。
【００７８】
　図１４は、再生処理に関するＣＰＵ１０の処理手順を示すフローチャートである。図１
５は、再生処理に関する制御部３３の処理手順を示すフローチャートである。図１６は、
コンテンツを再生する前のＬＣＤ５を示す平面図である。図１７は、再生するコンテンツ
をデータリストから指定する形態を表すＬＣＤ５を示す平面図である。
【００７９】
　図１４に示す各処理は、ＣＰＵ１０によって実行され、図１５に示す各処理は、制御部
３３によって実行される。図１４に示す各処理は、情報処理装置１の動作中に繰返し実行
され、図１５に示す各処理は、携帯形電子装置３０の動作中に繰返し実行される。図１５
に示す制御部３３の処理は、たとえば携帯形電子装置３０の操作部３５が操作されて、携
帯装置識別ＩＤおよび保有データリストの送信指令が入力される条件で開始される。
【００８０】
　図７のステップａ１１に移行する条件で、図１４に示す再生処理が開始される。ステッ
プｄ１では、携帯形電子装置３０に電子データとして記憶されているコンテンツの再生の
確認メッセージ（以下「再生確認メッセージ」という）５７をＬＣＤ５の表示画面に表示
させて、ステップｄ２に進む。本実施の形態では、図１６に示すように、「c3456様　保
有コンテンツを再生しますか？」という内容の再生確認メッセージ５７をＬＣＤ５の表示
画面に表示させる。
【００８１】
　ステップｄ１とステップｄ２との間で、携帯形電子装置３０の操作部３５が操作されて
、携帯装置識別ＩＤおよび保有データリストの送信指令が入力されると、図１５に示すス
テップｅ１において、制御部３３は、通信制御部３２および無線部３１によって、携帯装
置識別ＩＤおよび保有データリストを情報処理装置１に対して送信させて、図１５に示す
ステップｅ２に進む。
【００８２】
　ステップｄ２では、携帯形電子装置３０から送信される携帯装置識別ＩＤおよび保有デ
ータリストを受信して、ステップｄ３に進む。ステップｄ３では、受信した保有データリ
ストをＬＣＤ５の表示画面に表示させて、ステップｄ４に進む。
【００８３】
　ステップｄ４では、携帯形電子装置３０から、情報処理装置１で再生するコンテンツの
指示があるか否かを判断し、指示があればステップｄ５に進み、指示がなければステップ
ｄ９に進む。
【００８４】
　ステップｄ５では、図７のステップａ４で認識された携帯形電子装置３０に対して、再
生するコンテンツのデータの送信要求を表す信号を、無線通信部１７によって送信させて
、ステップｄ６に進む。ステップｄ５の処理の終了後、図１５に示すステップｅ２では、
通信制御部３２および無線部３１によって、情報処理装置１で再生するコンテンツのデー
タを情報処理装置１に対して送信させて、図１５に示すフローチャートの処理を終了する
。
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【００８５】
　ステップｄ６では、携帯形電子装置３０から送信されるコンテンツのデータを受信して
、ステップｄ７に進む。ステップｄ７では、ステップｄ６で受信したコンテンツのデータ
を再生、換言すれば音声出力部１８から出力させて、ステップｄ８に進む。
【００８６】
　ステップｄ８では、予め定める時間が経過しているか否かを判断し、経過していればス
テップｄ９に進み、経過していなければ、経過するまで待機する。ステップｄ９では、図
７のステップａ３で認識された物体、本実施の形態では携帯形電子装置３０のタグを表す
タグデータと、図７のステップａ５で認識された携帯形電子装置３０の位置を表す位置デ
ータと、無線通信部１７によって受信した携帯装置識別ＩＤと、保有データリストと、ス
テップｄ６で受信したコンテンツデータとを、主記憶部１４のワークメモリから消去して
、本処理を終了する。
【００８７】
　ＬＣＤ５の表示画面に表示される初期画面のうち、再生選択画像５２が表示される部分
に、１つの携帯形電子装置３０をかざすか、または載置すると、情報処理装置１によって
、携帯形電子装置３０に設けられているタグ４５が認識され、図１６に示すように、再生
確認メッセージ５７が表示画面に表示される。この状態で、携帯形電子装置３０の操作部
３５に設けられる第１応答信号送信キー（ＹＥＳキー）４１が押下されると、携帯形電子
装置３０から情報処理装置１に対して、「C3456」などの携帯装置識別ＩＤと、保有デー
タリストとが送信される。情報処理装置１では、図１７に示すようにＬＣＤ５の表示画面
に、携帯形電子装置３０の保有データリスト６０と、再生するコンテンツを保有データリ
スト６０から指定することを利用者に促すメッセージ（以下「コンテンツ指定メッセージ
」という）５８とが表示画面に表示される。
【００８８】
　利用者は、表示画面に表示された保有データリスト６０のうち、情報処理装置１で再生
するコンテンツを、表示画面上を指差すことによって入力する。再生するコンテンツの指
示は周辺機器７０のキーボードなどによって行われてもよい。情報処理装置１は、再生す
るコンテンツが入力されると、携帯装置識別ＩＤに基づいて、特定の携帯形電子装置３０
に対して、再生するコンテンツのデータの送信要求を表す信号を送信する。携帯形電子装
置３０では、情報処理装置１からの前記コンテンツのデータの送信要求に応答して、たと
えばタイトルが「music3」であるコンテンツのデータファイル「music3.mp3」を、情報処
理装置１に対して送信する。
【００８９】
　情報処理装置１では、携帯形電子装置３０から送信されるコンテンツのデータを受信し
、その受信したコンテンツのデータを再生、換言すれば音声出力部１８から出力させる。
これによってコンテンツのデータの再生処理が終了する。
【００９０】
　図１８は、エラー表示処理に関するＣＰＵ１０の処理手順を示すフローチャートである
。図１９は、携帯形電子装置３０の載置位置が認識不能であるときのＬＣＤ５を示す平面
図である。図１８に示す各処理は、ＣＰＵ１０によって実行される。図１８に示す各処理
は、情報処理装置１の動作中に繰返し実行される。
【００９１】
　図７のステップａ１２に移行する条件で、図１８に示すエラー表示処理が開始される。
ステップｆ１では、ＬＣＤ５の表示画面上に載置された物体、本実施の形態では携帯形電
子装置３０の載置位置が、予め定めるコンテンツ購入選択位置およびコンテンツ再生選択
位置のいずれにも該当しない位置であることを促すエラーメッセージ５９を、ＬＣＤ５の
表示画面に表示させて、ステップｆ２に進む。本実施の形態では、図１９に示すように、
「d4567様　載置位置が認識不能です。再度置き直してください。」という内容のエラー
メッセージ５９をＬＣＤ５の表示画面に表示させる。
【００９２】
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　ステップｆ２では、図７のステップａ３で認識された物体、本実施の形態では携帯形電
子装置３０のタグを表すタグデータと、図７のステップａ５で認識された携帯形電子装置
３０の位置を表す位置データとを、主記憶部１４のワークメモリから消去して、本処理を
終了する。
【００９３】
　前述のように本実施の形態の情報処理装置１によれば、情報処理装置１は、携帯形電子
装置３０と通信可能である。補助記憶部１５には、コンテンツのデータが記憶される。Ｌ
ＣＤ５には、コンテンツを表す画像が表示される。ＬＣＤ５の表示画面上における携帯形
電子装置３０の位置は、センサ６または内蔵カメラ７によって検出される。センサ６また
は内蔵カメラ７によって検出された前記携帯形電子装置３０の位置に対応するコンテンツ
のデータは、ＣＰＵ１０によって特定される。補助記憶部１５に記憶され、ＣＰＵ１０に
よって特定された前記コンテンツのデータは、無線通信部１７によって、無線通信によっ
て携帯形電子装置３０へ送信される。
【００９４】
　したがってコンテンツのデータの購入者が、ＬＣＤ５の表示画面に表示されるコンテン
ツを表す画像から、所望するコンテンツを表す画像を選択し、前記表示画面のうち、前記
選択したコンテンツを表す画像が表示される部分に、所有する携帯形電子装置３０をかざ
すか、または載置するだけで、情報処理装置１は、センサ６または内蔵カメラ７によって
検出される、ＬＣＤ５の表示画面上における携帯形電子装置３０の位置に対応するコンテ
ンツのデータを、ＣＰＵ１０によって特定し、その特定した前記コンテンツのデータを、
無線通信部１７によって携帯形電子装置３０へ送信することができる。
【００９５】
　これによって、所望するコンテンツのデータを取得するまでに複数回の選択操作をしな
ければならない前記従来技術とは異なり、所望するコンテンツを表す画像のみを選択すれ
ばよい。したがって前記従来技術に比べて、情報処理装置１の操作性を向上することがで
き、所望するコンテンツのデータを簡単に購入することができる。これによってコンテン
ツのデータの購入者は、前記従来の技術に比べて、所望するコンテンツのデータを短時間
で購入して取得することができる。
【００９６】
　また本実施の形態の情報処理装置１によれば、ＬＣＤ５の表示画面上における複数の携
帯形電子装置３０の位置は、センサ６または内蔵カメラ７によって検出される。センサ６
または内蔵カメラ７によって検出された複数の携帯形電子装置３０のそれぞれの位置に対
応するコンテンツのデータは、ＣＰＵ１０によって特定される。
【００９７】
　したがってコンテンツのデータの購入者が複数いる場合でも、複数の購入者がそれぞれ
ＬＣＤ５の表示画面に表示されるコンテンツを表す画像を選択し、前記表示画面のうち、
前記選択したコンテンツを表す画像が表示される部分に、それぞれ個別の携帯形電子装置
３０をかざすか、または載置するだけで、情報処理装置１は、センサ６または内蔵カメラ
７によって検出される携帯形電子装置３０の表示画面上におけるそれぞれの位置に対応す
るコンテンツのデータを、ＣＰＵ１０によって特定し、その特定した前記コンテンツのデ
ータを、無線通信部１７によって、個別の携帯形電子装置３０へそれぞれ送信することが
できる。
【００９８】
　これによってコンテンツのデータの購入者が複数いる場合でも、コンテンツのデータの
各購入者は、所望するコンテンツのデータを同時に、かつ前記従来技術に比べて簡単に購
入することができる。これによって利用者に対する情報処理装置１の利便性が向上する。
【００９９】
　また本実施の形態の情報処理装置１によれば、無線通信部１７は、コンテンツのデータ
が記憶される携帯形電子装置３０から送信される前記コンテンツのデータを受信する。無
線通信部１７によって受信した前記コンテンツのデータが表すコンテンツは、ＬＣＤ５ま
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たは音声出力部１８によって出力される。
【０１００】
　このように無線通信部１７が受信したデータが表すコンテンツを、ＬＣＤ５または音声
出力部１８によって出力することができるので、たとえば予め携帯形電子装置３０に記憶
されているコンテンツを確認することができる。これによってコンテンツのデータを購入
する前に、予め携帯形電子装置３０に記憶されているコンテンツを確認することによって
、重複したコンテンツのデータ購入を防止することができる。
【０１０１】
　また、たとえばコンテンツのデータの購入直後に、購入したコンテンツをＬＣＤ５また
は音声出力部１８から出力させることによって、購入したコンテンツのデータが破損して
いないかどうかを確認することができる。
【０１０２】
　また本実施の形態の情報処理システムによれば、携帯形電子装置３０には、情報処理装
置１と通信可能な無線部３１と、コンテンツのデータを記憶する携帯側記憶部３４とが備
えられるので、携帯側記憶部３４に記憶されるコンテンツのデータを、無線部３１によっ
て情報処理装置１に送信することができ、また情報処理装置１から送信されるコンテンツ
のデータを無線部３１によって受信し、受信したコンテンツのデータを携帯側記憶部３４
に記憶させることができる。このような携帯形電子装置３０と、前述の情報処理装置１と
を含む情報処理システムを実現することができる。したがって前述の情報処理装置１の優
れた効果を達成可能な情報処理システムを実現することができる。
【０１０３】
　また本実施の形態の情報処理方法によれば、コンテンツを表す画像を表示する表示工程
と、ＬＣＤ５の表示画面上における携帯形電子装置３０の位置を検出する位置検出工程と
、位置検出工程で検出された前記携帯形電子装置３０の位置に対応するコンテンツのデー
タを特定するデータ特定工程と、データ特定工程で特定され、記憶部に記憶された前記コ
ンテンツのデータを、無線通信によって携帯形電子装置３０へ送信する送信工程とを有す
る。
【０１０４】
　したがってコンテンツのデータの購入者が、ＬＣＤ５の表示画面に表示されるコンテン
ツを表す画像から、所望するコンテンツを表す画像を選択し、前記表示画面のうち、前記
選択したコンテンツを表す画像が表示される部分に、所有する携帯形電子装置３０をかざ
すか、または載置するだけで、位置検出工程で検出される携帯形電子装置３０の表示画面
上における位置に対応するコンテンツのデータを、データ特定工程で特定し、その特定し
た前記コンテンツのデータを、送信工程で携帯形電子装置３０へ送信することができる。
【０１０５】
　これによって、所望するコンテンツのデータを取得するまでに複数回の選択操作をしな
ければならない前記従来技術とは異なり、所望するコンテンツを表す画像のみを選択すれ
ばよい。したがって前記従来技術に比べて、情報処理装置１の操作性を向上することがで
き、所望するコンテンツのデータを簡単に購入することができる。これによってコンテン
ツのデータの購入者は、前記従来の技術に比べて、所望するコンテンツのデータを短時間
で購入して取得することができる。
【０１０６】
　また本実施の形態のプログラムによれば、コンピュータに情報処理装置１の機能を実行
させることができる。これによって、所望するコンテンツのデータを取得するまでに複数
回の選択操作をしなければならない前記従来技術とは異なり、所望するコンテンツを表す
画像のみを選択すればよい。したがって前記従来技術に比べて、情報処理装置１の操作性
を向上することができ、所望するコンテンツのデータを簡単に購入することができる。こ
れによってコンテンツのデータの購入者は、前記従来の技術に比べて、所望するコンテン
ツのデータを短時間で購入して取得することができる。
【０１０７】
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　前述の実施の形態は、本発明の例示に過ぎず、発明の範囲内において構成を変更するこ
とができる。たとえば前述の実施の形態では、携帯形電子装置が携帯電話機によって実現
される場合について説明したが、これに限らず、携帯形電子装置は、記憶手段および無線
通信手段を備えるＩＣ（Integrated Circuit）カードによって実現されてもよい。
【０１０８】
　携帯形電子装置がＩＣカードによって実現される場合には、たとえば、情報処理装置１
の周辺機器入力部１２に接続される入力手段たとえばキーボードによって、質問事項に対
する承諾または拒否の応答を表す信号が入力されるように構成される。
【図面の簡単な説明】
【０１０９】
【図１】本発明の実施の一形態である情報処理装置１の電気的構成を示すブロック図であ
る。
【図２】主記憶部１４に記憶される動作プログラム２０の構成を示す図である。
【図３】携帯形電子装置３０の電気的構成を示すブロック図である。
【図４】携帯形電子装置３０の外観を表示部３６が設けられている側（正面側）から見た
図である。
【図５】携帯形電子装置３０の外観を背面側から見た図である。
【図６】情報処理装置１のＬＣＤ５の表示画面に表示される初期画面の例を示す図である
。
【図７】表示画面上に載置される物体の位置認識に関するＣＰＵ１０の処理手順を示すフ
ローチャートである。
【図８】購入処理に関するＣＰＵ１０の処理手順を示すフローチャートである。
【図９】購入処理に関する制御部３３の処理手順を示すフローチャートである。
【図１０】表示画面上に載置される携帯形電子装置３０が単数のときにコンテンツを購入
する前のＬＣＤ５を示す平面図である。
【図１１】表示画面上に載置される携帯形電子装置３０が単数のときにコンテンツを購入
した後のＬＣＤ５を示す平面図である。
【図１２】表示画面上に載置される携帯形電子装置３０が複数のときにコンテンツを購入
する前のＬＣＤ５を示す平面図である。
【図１３】表示画面上に載置される携帯形電子装置３０が複数のときにコンテンツを購入
した後のＬＣＤ５を示す平面図である。
【図１４】再生処理に関するＣＰＵ１０の処理手順を示すフローチャートである。
【図１５】再生処理に関する制御部３３の処理手順を示すフローチャートである。
【図１６】コンテンツを再生する前のＬＣＤ５を示す平面図である。
【図１７】再生するコンテンツをデータリストから指定する形態を表すＬＣＤ５を示す平
面図である。
【図１８】エラー表示処理に関するＣＰＵ１０の処理手順を示すフローチャートである。
【図１９】携帯形電子装置３０の載置位置が認識不能であるときのＬＣＤ５を示す平面図
である。
【符号の説明】
【０１１０】
　１　情報処理装置
　２　入力・表示系
　３　制御系
　５　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）
　６　センサ
　７　内蔵カメラ
　８　バックライト
　１０　中央演算処理装置（ＣＰＵ）
　１１　センサ入力部
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　１２　周辺機器入力部
　１３　表示制御部
　１４　主記憶部
　１５　補助記憶部
　１６　通信部
　１７　無線通信部
　１８　音声出力部
　１９　バス

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】
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